
 

 
令和３年４⽉ 12 ⽇ 

      愛  媛  ⼤  学 

地球惑星科学振興⻄⽥賞の 2021 年度受賞者に 
GRC ⼟屋 旬准教授が決定 

つきましては、是⾮取材くださいますようお願いいたします。 
 
⽇本地球惑星科学連合（JpGU）は我が国の地球・惑星科学関連分野の 51 学会が参画し、会員数約 9000

名を擁する地球惑星科学分野の連合学会です。JpGU では「新しい発想によって優れた業績を挙げ、国際的に⾼い

評価を得ている」45 歳未満の研究者に対して、地球惑星科学振興⻄⽥賞（⻄⽥賞）を 2 年に⼀度選考・授与し

ています。このたび、GRC の⼟屋旬准教授が 2021 年度の受賞者として決定されたことが 4 ⽉ 12 ⽇付で発表されま

した。 

 ⼟屋准教授の受賞理由は「第⼀原理計算による地球内部物質中の⽔素の挙動の研究」で、地球深部における⽔

素の挙動、特にマントル深部条件下で安定な含⽔鉱物の結晶構造や物性などに関する理論的研究が⾼く評価され

たものです。⼟屋准教授は、マントル深部の超⾼圧下でこのような鉱物中の⽔素結合の対称化が起こることを明らかに

するとともに、下部マントルで安定な新しい含⽔鉱物の存在を予測し、それが GRC の実験グループにより証明されるな

ど、超⾼圧実験に対する重要な指針を与える独創的な研究を進めてきました。 

 また⼟屋准教授は、国際的なプロジェクトである「Deep Carbon Observatory」において、⽇本を代表する委員の

⼀⼈として参画し、地球深部科学分野における国際的な連携活動において重要な役割を果たしてきました。このよう

な国際的活動や上記の⼀連の研究が⾼く評価され、アメリカ鉱物学会（MSA）の 2018 年度フェローに選出されて

います。 

 なお、⻄⽥賞の授賞式は 5 ⽉ 30 ⽇から 6 ⽉ 6 ⽇までオンラインで開催される JpGU-2021 ⼤会期間中に⾏われ

る予定です。 

⼟屋 旬（つちや じゅん） 
徳島県⽣まれ 
⼤阪⼤学理学部卒・同修⼠課程・博⼠課程修了 
⽇本学術振興会特別研究員 PD（東京⼤学、⽶国ミネソタ⼤学）、ミネソタ
⼤学研究員、愛媛⼤学研究員、⽇本学術振興会特別研究員 RPD（愛媛
⼤学）、愛媛⼤学上級研究員センター上級研究員を経て、愛媛⼤学地球深
部ダイナミクス研究センター准教授 

 

愛媛⼤学地球深部ダイナミクス研究センター（GRC）の⼟屋旬准教授が、⽇本地球惑星科学
連合が 2 年に⼀度選出する、地球惑星科学振興⻄⽥賞受賞者の⼀⼈に決定されました。 

本件に関する問い合わせ先  

愛媛⼤学地球深部ダイナミクス研究センター ⼟屋 旬（准教授）電話︓089-927-8152、メール︓junt@ehime-u.ac.jp 
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